
平成 年度　江戸川区立松江小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組指標 成果指標 取組 成果 成果と課題 評価 コメント

学 力 調 査 に 向 けての 取
組 を充 実 させ、結果の
考 察 をい か していく。学
習 スタンダードを徹底す

世紀にふさ
わしい教育の

推進

ボランティア活動を積極
的 に 取 り入れる。世界と
もだちプロジェクトを充
実 させる。

読 書 科 を研 究 教 科 とし、
各 教 科 や 総 合 との関連
に つ い て考 察 していく。

メディアルームとしての
機 能 をより活用する手
だ てを工 夫 していく。

連 携 プ ログラムに基づ
き、指導を工夫してい
く。必要に応じて改善す
る。

確かな学力の向上 補習の実施等による、きめの細かい指導の
徹底

補 習 年 間 回 の 実 施 、学力
アップタイムの計画的な実施、
学 び の スクールの実施

国 学 力 調 査 ・都学力調査…区
平 均 を上 回 る、校内独自テスト
で １００点を８０％到達

Ａ Ｂ

国 学 力 調 査 、都学力調査に向けて
の 取 組 を充 実 させ、国学力調査で
は 、都の平均を上回った。

授 業 公 開 に より教員の研修の機会
をもった。小中連携プログラム作成
に より共通理解を図った。

特色ある教育
の展開

陸 上 指 導 ２回、中学生読み聞
か せ １回、教員研修（授業公
開 ）、チャレンジザドリーム３回

授 業 公 開 に よる研修・各校１回
以 上 、地域や先輩との交流の
機 会 … 年 １０回

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

オ リンピックに対する児童の関
心 の 向 上 、体力調査…江戸川
区 の 平 均 値 を上 回 る、全校運
動 遊 び の 実 施

オリパラ教育の推進

小中連携教育の推
進

小中連携を踏まえた児童生徒の円滑な接続
の充実

環 境 が よく整備されている。多く
の 本 に 親 しんでほしいので音読
カー ドの取組を続けてほしい。

学 校 公 開 や 防 災 訓 練 で ＰＣを活
用 した発表を目にする機会が増
えた。レベルの高さに驚く。

ＰＴＡ行事で「ボッチャ」を実施し
た。プレイパークなど地域を巻き
込 ん だ 取 組 を進 め たい 。

小 中 連 携 の 日 の 講 演 で い か に
大 切 か を学 ん だ 。スタンダード
は 地 域 に とってもありがたい。

算 数 に お ける３学級５展開によ
るきめ細やかな指導をしていた
だ けるのはありがたい。学力調
査 か らも確実に成果が見られ

Ｂ

Ｂ Ｂ
を活用した授業

の推進
ＩＣＴを活用した協働学習等の授業の充実

読 書 科 に お い て、図書資料による
情 報 収 集 の 時 間 を確 保 し、実践で
きた。読書量に個人差がある。

江 戸 川 区 、東京都の体力テストの
平 均 を上 回 る。ゲストテーチャーを
招 い て、関心を高めた。オリパラ掲
示 板 の 充 実 が 図 れ た。

オリ・パラ教育を踏まえた３つの視点に関す
る取組の充実

学校図書館活用の
推進

図書館を活用した授業の充実 読 書 科 に お ける図書資料を活
用 した調べ学習の充実、司書
教 諭 との連携のとれた読書指
導

を活 用 した総合的な学習
の 時 間 研 究 授 業 … 年 ３回、ＩＣ
Ｔ補習教室、教員ＩＣＴ研修…
年 ３回

低 学 年 冊 、中学年 冊 、高
学 年 冊 、図書館活用回数…
月 ３回

高 学 年 の に よるプレゼン作
成 、教職員のデジタル機器の
授 業 利 用 率 向 上

Ａ

目 指 す 学 校 像 　・考える楽しさ、分かる喜びのもてる学校・地域とともにある姿が見える学校・チーム力が実感できる学校
目 指 す 児 童 像 　・よく考える子・思いやりのある子・健康な子
目 指 す 教 師 像 　・指導力と計画力があり、教師としての使命感に燃えた明るく積極的に協力協働できる教師

学校関係者評価自己評価

学校教育目標 「かがやき」　力いっぱい笑顔いっぱい松江の子

次年度に向けた改
善策

＜成果＞
○１４０周年という大きな節目にあたり、周年行事に向けた様々な取組により、児童の愛校心や地域を愛する心を育んできた。○問題解決学習や探究的な学習を基盤にして、日々の授業改善に取り組んだ。
＜課題＞
○基礎・基本の定着や更なる学力向上が不可欠である。そのために、松江スタンダードを基に、全児童に学習規律を徹底させる。

前年度までの学校経営上の
成果と課題

教育委員会
重点課題

取組項目
評価指標・評価基準

評価の視点

体 力 向 上 に 向 けた全 校 で の 取
組 （力いっぱいタイム）３回、マ
ラソン、なわとびアタック計４週
間 、生活リズム向上習慣年３回

プ レゼン資料作成など効果的に活
用 で きた。学校図書館と連動した活
用 方 法 の 確 立 が 必 要 。

運 動 に 親 しむ機会を一
層 増 や し、特に投力を
伸 ば す 場 を工 夫 す る。

習 スタンダードを徹底す
る。低学年からの学力
アップタイムや補習を計
画 的 ・組織的に行い、
下 位 層 の 底 上 げ をさら
に 図 る。

児 童 一 人 一 人 の 教 育 的
ニー ズに 応 じた適切な
指 導 ・支援ができるよう
に 、教員の指導力向上
を図 る。

特 別 支 援 コーディネー
ターを中心に巡回指導
を含 む エ ンカレッジ
ル ー ムの 効 果 的 活 用 を
目 指 す 。

障 害 特 性 の 理 解 の ため
の 研 修 会 を充 実 させ、
Ｑ－Ｕを活用し、自己肯
定 感 を高 め る手だてを
工 夫 していく。

Ｂ Ｂ

Ａ

いきいきと学ぶ
教育の充実

チャレ問、ベーシック等を活用した国語、算
数（数学）、英語の基礎基本の徹底

校 内 独 自 テスト・校内独自検定
の 年 回 実 施 、学びのスクール
で の ベ ー シックの積極活用

確かな学力の向上

わ か ば 学 級 の 児 童 が 全 種 目 で
通 常 学 級 の 児 童 と一緒に行って
い る運動会は、見ていて気持ち
が 良 い 。配慮を要する児童が増
えてい ると聞く。教員の負担が
増 しているのではと心配になる。

い じめを許さない指導、不登校
児 童 へ の 対 応 を今 後 も続けてほ
しい。地域でも多くの目で見守
れ るように、それぞれの会合など
で 呼 び 掛 けてい く。

個 別 の 指 導 計 画 の 作 成 や 、年２
回 の 保 護 者 との面談の機会を
設 定 してくれ、ありがたい。エン
カレッジルームもきれいになっ
た。

年 間 を通 して、様々な行事で交流
及 び 共 同 学 習 を実 施 した。ユニ
バ ー サ ル デ ザ インを取り入れた授
業 の 計 画 ・実施。特別支援教育研
修 に より、教職員の理解が深まっ
た。

スクールカウンセラーとの面談により
児 童 理 解 を深 め ることにつながり、
児 童 へ の 支 援 に 生 か した。全教員
で エ ンカレッジルームを有効活用
で きた。

いじめ・不登校に応じた未然防止と早期対
応に関する対応の充実

学 校 改 築 で 一 時 落 ち込 ん だ 体
力 を見 事 に 取 り戻してくれた。子
供 たちの 活 躍 は 地 域 で も鼻が高
い 。

国 学 力 調 査 ・都学力調査…区
平 均 を上 回 る

Ｂ Ｂ

算 数 の 基 礎 基 本 の 完 全 習 得 を目 指
して指導し、東京都平均を上回る結
果 となった。低中学年の学力分析
をさらに充実させる。

Ｂ Ｂ

Ｂ

休 み 時 間 運 動 遊 び 年 回 の
実 施 、体力向上に向けた全校
取 組 年 ３回実施

体 力 調 査 に お い て江 戸 川 区 の
平 均 値 を上 回 る。運動に対す
る関心を高める。

い じめ調査、 の 実 施 、いじ
め に 関 す る道徳での授業回数
年 ３回、エンカレッジルームの
活 用

不 登 校 児 童 の 減 少 、いじめの
未 然 防 止 と登録件数０

査 か らも確実に成果が見られ
る。より定着を図るためには、家
庭 の 力 が 大 きい。地域としても
家 庭 に 呼 び か けてい く。

い じめを許さないという全校での徹
底 した指導により、いじめの未然防
止 に 努 め た。エンカレッジルームの
活 用 に より、不登校傾向児童の支
援 を全 教 職 員 で 行 った。

運 動 遊 び を全 校 一 斉 に 実 施 し、運
動 に 対 す る関心を高めた。江戸川
区 の 体 力 値 を上 回 る。

いじめ・不登校等の
対応

運動意欲の向上 休み時間や体育の授業における主体的な
運動の実施による運動意欲の向上

特 別 支 援 学 級 との交流及び共
同 学 習 の 充 実 、研究授業 回 、
特 別 支 援 教 育 研 修 の 実 施

結 果 に お い て、満足度群
の 割 合 上 昇 、特別支援（インク
ル ー シブ 教 育 ）への十分な理
解

相談体制
健全育成の充

実

特別支援教育
の推進 エンカレッジルーム

の活用推進
支援を必要とする児童生徒へのエンカレッジ
ルームを活用しての支援の充実

Ａ Ａ

スクールカウンセラーと児童の
面 談 … 高 学 年
エ ンカレッジルームの効果的な
活 用

全 校 体 制 で の エ ンカレッジ
ル ー ムの 活 用 。配慮を要する
児 童 へ の 基 礎 学 力 及 び 授 業 意
欲 向 上 。

インクルーシブ教育
の推進

特別支援教育の理解啓発と授業における工
夫
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